
情報を入力とするヒトと機械が融合する
こころ豊かな社会を目指して
～科学と工学をつなぐ COI ～

生理研サテライト拠点　プロジェクトリーダー
萩原　一平（株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所　フェロー）

■IT の進化が創る科学の深化
　COI STREAM が始まった 2013 年からこの 8 年間で社会は大きく
変わっています。新型コロナ禍の全世界への蔓延、第 3 次 AI ブーム
の到来と DX に向けた展開、誰もが予想しなかったことが予想しな
かった速さで進み、社会を変えています。このような変化の中で、
良くも悪くも情報の価値が高まり、情報の創出、伝達、交換、蓄積、
解析というプロセスが重要になっています。
　今、私たち人間はこの社会変化、そして情報化のスピードにつ
いていくだけで精一杯になっています。ある意味、環境の変化、
技術の進化に人間が適応できていないとも言えますが、一方で、
環境と人間をつなぐ技術が人間に適応できていないとも言えま
す。技術は人間の環境への適応戦略ですので、未熟な技術では環
境の変化に十分適応できないということです。
　技術を進化させ人間に適応させるためには二つの重要なポイン
トがあります。一つは、人間、そして脳に関する科学の深化です。
そして、もう一つは技術としての IT の進化です。
　IT の進化により、様々な解析、そしてシミュレーションが可能
になり、人間について今までわからなかったことが解明されるよ
うになってきました。
　生理研 COI-S 拠点（以下、生理研拠点）の取組みは、まさに進化
する IT を活用し科学を深化させ、人間を理解し、その成果を社会に
還元するためのプロジェクトです。

■共感コミュニケーションの実現をめざして
　生理研拠点では、我が国における脳科学研究をリードし多くの
研究成果を有する生理学研究所と、先端的な AI、IT の研究開発
を行なっている横浜国立大学、そして事業に向け研究成果を活用
する企業とが One Team となり取組みを続けています。
　テーマは、人間の行動や状態変化を推測し、ロボットやアバター
に人間同士のコミュニケーションにおける共感反応と同じような
反応を誘発させる「共感コミュニケーション」技術です。
　現在、商用化されている多くの製品やサービスでは、まだ捨象
されている人間の特性が多くあり、機械による人間とのよりイン
タラクティブで心豊かなコミュニケーションを実現するには、こ
の捨象されている特性情報を活用していくことが必要です。
　具体的には、顔の微表情認識技術、集団におけるコミュニケー
ション可視化技術、自然なコミュニケーションを実現するソー
シャルロボット（VR ロボット）、XR 技術を活用した次世代の
ヒューマンインタフェース技術を開発しています。
　生理研拠点に参加している企業は、これらの技術を積極的に自
社の事業に適用すべく、ユーザーフレンドリーな次世代ヒューマ
ンマシンインターフェースの開発、高付加価値の眼鏡開発、新た
な自動車体験の創出、満足度の高い外食体験の創出に向けた研究
開発を行っています。

■基礎研究から社会実装までのシームレスな体制の構築
　これらの研究開発を社会実装に結び付けることは、科学研究者
と工学研究者、そして企業が One Team となって初めて実現可
能なチャレンジです。生理研拠点では、脳科学の知見や方法論を
組み入れ、工学的なアプローチをし、さらに社会実装できるよう
な研究開発を進めることでより高い精度の実現を目指して
います。
　研究者の「できる（解明する）」と企業の「つかえる（事業化する）」
には大きなギャップがあり、One Roof、One Team で研究者と
企業とのコミュニケーションを活性化し、価値観や考え方の違い
をお互いに理解し、プロジェクトのゴールを共有していくことが
重要です。
　生理研拠点では、生理学研究所と横浜国立大学の開発した技術
を円滑に社会実装につなげる仕組みづくりにも注力してきまし
た。具体的には、脳科学の産業応用を目指す応用脳科学コンソー
シアム（2020 年度より一般社団法人化）と連携し、研究者と企
業が共感コミュニケーション技術の社会実装や研究開発について
協議する研究会を組成し継続的に活動をしています。
　基礎研究シーズを理解することで企業において社会実装のアイ
デアが洗練・具体化されるとともに、社会実装ニーズを理解する
ことでより実践的な研究シーズを発掘するという好循環を形成す
るよう努めています。

■ポストCOI に向けて
　人間は環境の変化に適応するために技術を生み出してきまし
た。そして、その背景には科学的研究や工学的開発の成果があり
ます。基礎研究なくして応用研究なし、応用研究なくして社会実
装なし、そして、社会還元を理解することでより充実した基礎研
究ができます。
　このプロセスは短期間で成果が出るものではなく、また成果が
約束されているものでもありません。しかし、その継続が人間の
環境への適応を可能にしてきたのです。
　社会の変化スピードがますます速くなる中、短期的に成果が出
にくい研究や開発は研究者も企業も自助努力だけで取り組むのが
難しくなっています。
　それゆえ、COI STREAM のようなプロジェクトは国として取
り組む価値が高いと言えるのではないでしょうか。

萩原　一平プロフィール
1978 年　三菱電機株式会社入社
1991 年　株式会社日本総合研究所入社
1997 年　株式会社 NTT データ経営研究所入社
2001 年　横浜国立大学大学院非常勤講師、2004 年より同客員教授（継続）
2010 年　応用脳科学コンソーシアムを創設、事務局長
2017 年　大阪大学招へい教授（継続）
2020 年　株式会社 NTT データ経営研究所フェロー
　　　　  一般社団法人応用脳科学コンソーシアムを創設、理事・事務局長
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生理研サテライト拠点

知覚の脳メカニズムを明らかにする基礎研究からモデル化を通じた社会実装と、
社会性に関わるような人間的で複雑な情報をとらえる科学的アプローチによる
基礎研究の現実社会への応用を目指しています。

プロジェクトリーダー
　萩原　一平（株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所　フェロー）

リサーチリーダー
　井本　敬二（自然科学研究機構　理事）

参画機関（令和３年度現在）
　自然科学研究機構生理学研究所
　横浜国立大学
　京都大学
　北海道大学人間知・脳・AI研究教育センター
　沖電気工業株式会社
　東海光学株式会社
　株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所
　トヨタ紡織株式会社
　株式会社ゼンショーホールディングス
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脳科学研究を未来社会に活かす

生理研サテライト拠点　リサーチリーダー
井本　敬二（自然科学研究機構　理事）

■COI の基本的な考え方
　COI STREAM の基本的な研究戦略は、大学などの研究機関（以
下、大学）の研究者と企業の研究者が協力して１０年先、２０年
先の社会を予想し、その未来社会に必要な技術・社会環境を作り
上げて行こうというものです。この未来社会で予想されることは、
おそらく現在よりは格段に情報化・機械化・ロボット化が進み、
多くの人にとって便利で快適な社会です。現在でも既にその傾向
は顕著になってきています。身近な例は、電車の切符です。昔は
対面で切符を購入し、改札口で切符に鋏を入れてもらいました。
それが切符の発券と改札口は機械化され、さらに今ではカード式
が一般的となり、切符を購入することさえほとんどなくなってし
まいました。このように社会は１０年程度の間に劇的に変化する
のです。

　ではこのような変化は人々の暮らしをより快適にしているのか
と問うてみると、必ずしもそうではないかもしれません。また急
激な変化についていけない人たちを生み出していることも事実で
す。できるだけ多くの人に受け入れられ、より優しい機械化・ロ
ボット化を進めるにはどうすればよいのでしょうか。違った見方
をするなら、もしそのような優しい機械化・ロボット化ができれ
ば、それは一つの経済的価値となりうるはずです。

　高度化していく社会で人々が暮らしやすい環境を作っていくに
は、ヒトが周りをどのように感じて判断をしているかを知ること
が役立ちます。ここには長年にわたって蓄積されてきた脳神経科
学の知が活用できると期待されます。

■現在の脳科学研究
　ヒトは、五感（視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚）を介して周囲
の情報を取り入れ、その情報に基づいて判断し行動しています。
近年の生命科学の進歩により、脳を構成する分子や細胞の知識は
飛躍的に増大し、脳の神経細胞の情報交換のしくみについても分
子のレベルでの理解が進んでいます。しかし物質的な理解が進ん
でも、脳の機能は複雑な構造の上に成り立っているため、感覚情
報の取得から認知、行動にいたる過程はまだ十分に理解されたと
はいえません。

　脳の情報処理機構の研究は、長年、地道な基礎研究によって進
められてきました。例えばマカクザルの脳のいろいろな部位の神
経細胞から活動を記録することにより、眼球から伝わった視覚情

報がどのように処理されているかが明らかになってきています。
また現在では、磁気共鳴画像装置（ＭＲＩ）を用いて、ヒトの脳
内の情報処理がかなり可視化できるようになっています。

■サリエンシー計測システム
　ヒトでは、五感のなかでもとりわけ視覚は重要な位置を占めて
おり、脳科学研究でも視覚研究は進展が著しい研究領域です。眼
球からの視覚情報は、大脳の後頭葉にある視覚野で処理され、そ
の後、頭頂葉と側頭葉で並行的に処理されます。この経路のほか
に、眼球からは脳幹の上丘へ視覚情報が送られます。この経路は
進化的には古いもので、眼前の物を回避する反射運動などに関係
しています。この反射的な運動を引き起こす視覚的要素は、いわ
ゆるサリエントな（目立った）部分であり、景色の画素を色、輝度、
方向などの成分に分解して定量的に扱うことができます。
　
　このＣＯＩプログラムでは、サリエンシー計測を視線計測と合
わせてリアルタイムで表示・解析するシステムを開発しました。
サリエンシー研究はこれまで主に実験室内で行われてきました
が、このシステムを用いることにより、日常的な環境で視線が引
き付けられる要素を定量的に計測できるようになりました。この
システムは、商業環境・労働環境などの改良の手助けとなる便利
なツールです。

　このサリエンシー計測は、研究面でも新しい課題にアプローチ
する手段として利用できます。たとえば、サリエンシーと視線の
動きが解離する部分では、知識・記憶などより高度な情報が関連
していると考えられます。また素人と名人の視線のちがいがどこ
にあるかを調べていくのも面白い課題です。いわゆる職人技の秘
密も、定量的に計測することが可能となるかもしれません。

■ヒト対ヒト（またはロボット）の脳科学
　社会生活ではヒトとヒトの関係が重要です。未来社会ではこの
ヒト対ヒトが、ヒト対ロボットに代わっていくのかもしれません
が、そのようなロボットにはどのような機能が必要なのでしょう
か？ここでは単純に感覚を受け入れるだけでなく、無意識であっ
ても相互に情報がやり取りされ、それを担う脳の機能があるはず
です。
　このようなヒト対ヒトの脳科学研究は新しい研究分野ですが、
ＭＲＩを用いてヒト対ヒトの脳活動を測定すると、脳活動は個体
間で同期することやそれに関わる脳の部位が明らかになってきて

井本　敬二プロフィール
1976 年　京都大学医学部卒
1980 年　国立療養所宇多野病院 医師
1985 年　京都大学医学部 助手
1995 年　岡崎国立共同研究機構 生理学研究所 教授
2013 年　自然科学研究機構 生理学研究所 所長
2019 年　自然科学研究機構 理事
　　　　  脳神経科学が専門

います。また瞬きなどの体動がキューとして個体間の同期に関係
することがわかってきています。

　ヒト対ヒトの場合、私たちは無意識的にも相手の表情を読んで
判断の材料にしています。ロボットにも同じようなことが可能で
しょうか。最近の機械学習を用いることにより、実験室条件では
表情の認識がかなりの正確さで可能となってきています。表情の
読み取りは、ヒト対ロボットの高度化に不可欠な要素と考えられ、
私たちも開発を進めていますが、乏しいと言われる日本人の表情
を日常の測定条件（マスク、メガネ、横向きなど）で読み取るには、
いろいろな技術を組み合わせていくことが必要です。

　日常の生活では MRI 計測をすることはできませんが、映像で
キューとなる動作（瞬き、うなずきなど）を解析することにより、
ヒト対ヒトの関係を定量的に計測することが可能となります。こ
のような計測は、例えば、会議や講義での充実度の評価や改善の
ための手がかりとなるでしょう。

■大学の知を活かす
　人間社会の進歩の原動力は “知” であり、大学の役割は知を生
み出していくことです。知の創造は、偶然性やセレンディピティ
に依るところがあり、ある研究が知の創造に結びつくかは、必ず
しも予見できるものではありません。

　これまで大学の産学連携の手法は、実用化できそうな研究成果
を探し出し、それを企業に提供するという手法でした。このよう
な手法は、特殊な作用・性質を示す化学物質などには有効です。
しかしこれらは大学などが有する知の一部にしか過ぎません。

　COI STREAM では、大学と企業が One roof で共同研究すると
いうことが謳われています。協力して未来の社会を考え、多様な
角度からの考えで議論することにより、これまで注目されていな
かった知を活用する道が開けるかも知れません。

　大学と企業では、基本的な考えや目的が異なります。また知的
財産に関する取り扱い方も大きく異なります。しかし大学と企業
で、よりよい未来社会を作ろうという点では共通点が見出せるは
ずです。One roof の共同研究を通して大学と企業の相互理解を
深めることにより、両者が Win-Win の関係となり、より一層大
学の知を活用することが期待されます。
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2 統合解析パッケージ
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生理研サテライト拠点担当（山崎）
㈱ NTT データ経営研究所（山崎）
email:yamazakik(at sign)nttdata-strategy.com

可視化ツール
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N1　Real-time visual Saliency



生理研サテライト拠点

生理研サテライト拠点は、「精神的価
値が成長する感性イノベーション拠点」
のサテライト拠点のひとつです。

自然科学研究機構生理学研究所、横
浜国立大学、京都大学、北海道大学
人間知・脳・AI研究教育センターと、
NTTデータ経営研究所を中心とした６
企業から構成されています。

知覚の脳メカニズムを明らかにする基
礎研究からモデル化を通じた社会実装
と、社会性に関わるような人間的で複
雑な情報をとらえる科学的アプローチ
による基礎研究の現実社会への応用
を目指しています。

可視化ツール
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●参考
　114 ～ 118 ページの研究ハイライト⑤、⑥に背景となる学術研究の一部を掲載しています。

●お問い合わせ先
　㈱ NTT データ経営研究所（山崎）
　email:yamazakik(at sign)nttdata-strategy.com
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N2　表情認識システム



３ 感性研究ハイライト
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